特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年４月１２日４０３号
親子花見乗船体験　
204人の乗船者が来場　桜満開の中楽しく全国的に開花が遅れ8日になっても満開ではなく、午後になって日差しが強くなると輝きをいっそう増して水に映えました。スタッフの皆さんも少し花冷えを感じながら集まってこられ、早速設営に取り掛かり、9時過ぎには受け入れ態勢が完成、全員でミーティング新しく代表に就任いただいた小西敏照さんから「無事故で盛会に楽しく取りくんでください」との挨拶があり、全員が自己紹介、そして顔見知り同士でチームを組み手馴れた部署の受持ちを確認。9時30分には予約者が集りはじめ、受付けで乗船名簿記載、ライフシャケットを装着、乗船での注意事項、木津川クイズ、河川レンジャーの説明などを伝え、誘導係が乗船場に案内、交通係りがハンドマイクで接近する自動車の状況を遠方から注意連絡があります。乗船場では、昨年の階段が大改善され、乗り降りが安全でスムースになり、乗船が楽になりました。ここではＥボートの固定に最も注意を払いました。学生さんが胴長を着て終日川に入って安全確保に大奮闘、又ボートやカヌーの往来等の交通整理に当たってくれました。前年では見られない体制が充実しました。岸を離れて落ち着いた乗船客にパドルが渡され、「この舟のエンジンは皆さんです。気持ちを一つにあわせて漕いで桜を楽しみましょう」と、挨拶。いち、にい、と漕ぎ出し約100ｍを往復します。公園では、安価で提供された「うどん」や「綿菓子」にも人気がありました。
摂南大学生の15名が　終日乗船指導と安全管理に全力発揮　
里山の会や団地のスタッフの殆んどが男性の元気な高齢者ですが、腰まで水に入ってとなると少しきつい作業です。学生さんがこの部署を受持ってくれて何より安心と安全と信頼が強くなりました。ここまでやるかという素晴らしい働きでした。そして男性学生だけでなく女性学生さんもボートで船頭役をこなしてくれたのには驚きました。男性と何ら変わることなく、丁寧に指導していただきました。私たち地元のスタッフの殆んどが改めて学生さんの力と協力に目を覚まされました。当日のスタッフ全員が、15名の学生チームの協力に心からお礼の気持ちを伝えようといっていました。ありがとう！大変助かりました。
7日の菜の花ウォークの参加者に300枚のチラシ配布　
里山の会のメンバーのうち4名が、 eq \o\ac(○,1)花見乗船体験と eq \o\ac(○,2)野草を食する会、 eq \o\ac(○,3)京田辺尾根筋ギャラリーの三種類の案内チラシ渡しました。1時間ほどで配り終わり、中には戻ってもう一部くださいという人もありました。市外からの人々に広く取り組みのPRが出来ました。当日が楽しみ！
会誌32号の編集進む　製本17日の予定　午後1時から京田辺市中央公民館で　概略ですが約180ページの規模になるようです。いよいよ最後の編集校正段階です。17日の製本に間に合わすために印刷が始まります。1ページ400枚印刷で3～4分が必要です。180ページだと720分となり12時間の連続運転作業となります。前準備として用紙さばき。後作業では、印刷できた用紙を再び正しく箱詰めして持ち出せるように整えなければなりません。こうした前後の作業があります。これが製本前の作業が進んで製本に移ります。印刷開始には、原稿の打込みや写真の挿入、組立て、校正や修正、訂正を繰り返し、パソコン内で最終原稿の仕上げ作業に時間と神経を使います。












5月4日　　春のハイキング


新緑の柳生街道～笠置　かなり健脚向き　１４ｋｍ　少雨決行





４月２８日　　名木川水ウォッチング　


宇治市広野公民館　9時30分集合





4月21日　　流れ橋の復旧工事現場見学　


集合四季彩館10時　旧流れ橋の材木を使ったお土産の用意あり





前年度繰越金約152万円となる　新年度予算規模560万円で出発の予定(会計の締切りの結果判明)





新年度の会員数259人で出発　4月の新加入者2名　


退会者16名　　　前年度新加入者42名　





約20％の皆さんが新人ということになりました。


皆さんの大奮闘で最高の峰が築きあがりました。


259名が基準ベースとなります。








春の野草を食する会　４月１５日(日)　午前10時開始　正午過ぎまで　　


京田辺市木津川グランド（山城大橋西詰）


新しい取組みに意欲燃やす　参加者全員で採火式を予定　　


火起こし機10台作成予定








週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

